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１ はじめに 
 東日本大震災から10年が経過しようとしている現

在、岩手県内では三陸沿岸道路（以下、復興道路）の

全線開通に向けた工事が進められており、震災後の

観光振興につなげるための様々な取り組みが行われ

ている.復興道路の開通による観光施設へのアクセ

ス性の向上によって施設を訪れる観光客の増加が期

待される一方で、岩手県の沿岸部に立地する観光施

設の中には津波浸水想定区域内に位置するものもあ

り、津波襲来時の避難について対策が求められる状

況にある. 

 本研究では、津波浸水想定区域を避けたルート選

定がなされている復興道路の ICが一時避難先として

活用できる可能性について、岩手県の沿岸に立地す

る観光施設からの津波避難を例に分析を行った. 

 

２ 研究⽅法 
2.1 使用データについて 

 本研究では、東日本大震災における岩手県沿岸地

域の津波浸水区域１）内の観光施設 45 ヵ所からの避

難を対象とした.観光施設および避難所は、国土交通

省の国土数値情報２）に掲載されているものを対象と

した.道路網データは、「ArcGIS データコレクション

道路網 2012 岩手県版」を基に、復興道路の追加など

の加工編集を加えたものを使用した. 

2.2 分析手順 

 まず、地震発生から津波襲来までの時間を設定し

た.海上保安庁が公表している岩手県内の港におけ

る津波の経時変化図３）を基にした先行研究に習い、

本研究では津波襲来までの時間を 20 分と設定した. 

 次に，各観光施設から 20 分以内に自動車で到達可

能な範囲を解析し，到達可能な全避難所の所要時間

の中央値を観光施設ごとに算出した． 

最後に，各観光施設から 20 分以内に自動車で到達

可能な IC を解析し，その中から最速で到達可能な IC

について，復興道路全線開通後と震災前の 2 時点で

抽出した．得られた IC までの所要時間と，避難所へ

の所要時間の中央値を比較する． 

 

３ 研究結果・考察 
3.1 到達可能な IC 数  

 表 1 は，岩手県沿岸部の浸水区域内に位置する観

光施設から 20 分以内に到達可能な IC について，震

災前に供用を開始した IC 数と，震災後に供用を開始

した IC 数との関係を示したクロス集計表である． 

震災前から供用していたICにたどり着けない観光

施設は，宮古市や釜石市に位置する 2 施設にとどま

り，全 45 施設中 37 の施設で 2 つの IC にたどり着け

るとの結果が得られた．また，大船渡市や洋野町な

ど，震災前から供用していた区間に比較的近くに位

置する観光施設では，震災前から 3箇所以上の IC に

たどり着けるとの結果が示された． 

一方，震災後に供用を開始した IC では， 3～4 つ

の IC にたどり着ける観光施設が 24 件と最も多く，

新たに復興道路が開通した陸前高田市や釜石市，宮

古市に位置する観光施設が多くを占める結果が示さ

れた． 

3.2 避難所と IC への所要時間の⽐較 

図 1 は，観光施設から避難所までの所要時間の中

央値と，観光施設から最寄り IC までの所要時間の関

係を示した散布図である．IC までの所要時間は、震

災前までに供用していた IC への所要時間と，全線開

通後に利用可能なICへの所要時間を解析した結果の

両方を示している．なお，最寄り IC までの所要時間

が 20 分となっているプロットは、20 分圏内に IC が 

IV-20 土木学会東北支部技術研究発表会（令和2年度）



表 1 20 分以内に到達可能な IC 数でみた 
観光施設数 

 

 

存在しないことを示している．また，図中の斜めの点

線は，避難所までの所要時間の中央値と，最寄り IC

までの所要時間が同値となる線である． 

図 1 中のプロットを震災前と全線開通後で比較す

ると，全体的に全線開通後でプロットが下方向に移

動している様子が確認でき，最寄り IC までの所要時

間が減少傾向にあることがわかる．また，図中の斜め

の点線より上にあるプロット、すなわち避難所まで

の所要時間の中央値よりも最寄りICまでの所要時間

が長くなる観光地は，復興道路の開通により減少傾

向にあることが確認でき，ほとんどの観光地で避難

所へ移動する所要時間の中央値と同等かそれ以下の

所要時間で IC へ移動可能になることが示された．さ

らに，震災前は観光地から 20 分圏内に IC が存在し

ない観光地が存在したものの，全線開通後はそれが

解消されることが確認された． 

以上の結果から，沿岸の観光施設から避難を行う

場合，所要時間の面から IC への避難の活用可能性が

示されたと理解できる．IC までのアクセス道路は道

路容量が比較的確保されている点や，道路上の案内

標識でも IC の方向が示されている点など，特に土地

勘のない観光客等が避難を行う場合，最寄りの避難

所への避難を行うことに加え，高速道路の IC へ避難

を検討することが有用であると考えられる．  

 

 

  

図 1 避難所までの所要時間（中央値）と 
最寄り IC までの所要時間の⽐較 

 

4 おわりに 

本研究では、岩手県沿岸部に立地する観光施設から

20 分以内に到達可能な避難所および IC の所要時間

を解析した．その結果、避難所への所要時間の中央値

と同等またはそれ以下の所要時間で最寄りのICへ到

達できる観光地が多く存在することが示され，復興

道路の全線開通後はさらにその傾向が強まることが

確認された． 

 今後の課題として、施設規模や来訪者数を踏まえ 

た詳細な分析が挙げられる． 
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